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  1.制作の背景 
 ある日，いつものように洋服を着た時，私はふとこんなこ
とを思った。「なぜ服は肩やウエストを支えとして着るの
か」と。現在，多種多様な衣服が存在している中でそれらの
着用方法は実に様々である。そして必然的にそれらの着用方
法に従って服を着るからこそ，人間と衣服は，わたしたちが
普段から当たり前のように目にする「服を着る」という，衣
服と人体との正式な対比バランスを生むのだ。しかし世の中
にどれだけの種類の衣服が存在していようと「人間が着る」
という目的は一貫して変わらない。そのため，殆どの衣服は
人間の体のつくりに則った着用方法しかできないのである。
人間の体のつくりが変わらない以上，衣服というものは肩や
ウエストなどの支えがなければ着られないものなのか。私は
そこに疑問を抱き，肩やウエストを支えとしなくても着られ
る服，つまり実際に着ているのだが，まるでどこにも重力が
かかっていないような浮遊感のある服はできないものかと思
った。      
 また，浮遊する服を着たときの衣服と人体のバランスはど
うなるのか，私にとっては非常に興味深いものであった。こ
のような理由から私は「浮遊」というタイトルのもと制作を
試みた。 
 
2.制作の目的 
 私は，浮遊する服によって生まれる，見た目の軽さや，シ
ルエット，そして衣服と人体とのバランスが，どのような姿
や感覚を生み出すのかを探りたかった。「浮遊」というから
には服を浮かせなければならない。しかし，今現在では何か
仕掛けでもない限り，重力のある状態ではモノは浮かないと
いう物理的事情がある。また，着用者からすれば，服と自ら
の身体との接触部分がない限り，服が浮いているような感覚
を得ることは非常に困難なはずだ。そこで私は，あくまでも
＜浮いて見える＞ということに重点を置くことにした。 
 人間が物事を判断するにおいて，視覚はその判断材料の重
要な一つである。だからこそ私は，視覚的に浮遊する服を制
作することを定義付けた。浮いて見えることで浮遊する服は
着用者ではなく，それを見る者の視覚に強くはたらきかける。
これにより，肩やウエストなどに衣服の負荷がかかっていな
いように見え，服が浮いていると判断されるのではないかと
考えた。その浮いて見える仕組みというものを服に取り込む
には，服を着たあとの表側に手を加えるのではなく，服を着
る前の内側から手を加えることが重要である。 
 こうして，わたしたちの本来の体のつくりに反した服，ま
た，わたしたちが当たり前としている衣服の着用方法を覆す
服を実現させることを，「浮遊」の制作目的とした。 
 
3.作品概要 
 ワンピース，ツーピース，ジャケットを各 1 点ずつ計 3 点
制作した。わたしたちが当たり前と認識している，衣服と人
体とのバランスの転化を分かり易くするため，3 点ともベー
シックなリアルクローズにした。また，重力における重さ，
浮遊における軽さを黒と白の 2色で表現した。 
 制作においては，浮いて見えるという視覚的アプローチに
沿って錯視効果を狙い，トロンプルイユ（だまし絵）のよう
にパイピングで服の輪郭線を描いた。そして，軽い＝浮くと
いう概念をなくすため，全体をオーバーサイズにし，さらに
袖部分は中に仕切りを作成することで，胴体や腕の間に服と
の空間を作り，浮遊感を強調させる工夫を施した。 
 次に重要なのが何㎝浮かせるかである。この値に関しては，
あくまでもベーシックな日常着がいかに浮いて見えるかとい
うことを重点に検討した。そこから導き出した値は 15 ㎝。
これはあまりにも浮かせるとパターンが縦に肥大化すること
により，かなり独特なパターンになり，仕上がりがリアルク
ローズとかけ離れてしまうこと，また，顔までも覆いつくし
てしまうことを考慮した結果導き出した値である。そしてこ
のたった 15 ㎝の浮遊感により，浮遊する服は日常からも体
からも浮いて見えるのだ。 
 また，さらに重要なのはどのようにして服を浮かせるかで
ある。通常，肩を支点として着用する服を，ここでは肩から
15 ㎝上げた架空の肩の位置を支点として着用しなければな
らない。そこで制作したものが 15 ㎝の浮遊感にあわせた特
殊なショルダーパッドである。 
 一般に，パッドとは衣服の形を保持・整形するための詰め
物だが，この制作においては浮遊させるための詰め物として
装着することが目的である。もちろん，このショルダーパッ
ドを装着しなければ，浮遊する服は通常通り人間本来の肩の
位置を支えとして着用できる。ショルダーパッドを，浮遊す
る服を着る前に装着しておくことで，衣服の負荷がこの架空
の肩にかかり，通常の肩の位置から 15 ㎝上がったところで
着用可能になるという仕組みだ。 
 そして，この浮遊する服の二面性により，浮かせるか浮か
せないかで現れる衣服と人体とのバランスの違いが，それぞ
れの対比バランスを生みだしたのである。 
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4.考察 
 今回の制作を通して，衣服の内側からのアプローチ，錯視
効果や服と体との間に発生した空間，また，パターンの綿密
な作成により＜浮いて見える＞という最大のテーマを実現さ
せることが可能になったが，それと同時に，この服には機能
性が備わっていないことが判明した。これは，浮かせた場合
のみに起きた現象である。歩行するには何ら問題はないが，
架空の肩に関節は存在しない。そのため腕を上げたり，曲げ
たりするとショルダーパッドによって動きが制限されてしま
うのだ。また，鼻の高さにまで及ぶ襟が首の動きまでも困難
にしていた。 
 このことから，わたしたちが普段から着ている服が，いか
に人体の動作目的に則った寸法で作られているかを再認識す
ることができた。服における機能性は，人間が着用して生活
をする以上，必要不可欠なものである。 
 しかし「浮遊」においては，その機能性は考慮していない。
この制作は機能性の追求ではなく，服が浮いて見えることを
追求することにあるからだ。そしてそれにより得たものは，
服が浮遊したとき，衣服と人体のバランスは大幅にくずれ，
明らかに普段とは違う違和感を，見る者の視覚に与えたとい
うことであった。 
 この違和感は，着用者の肩の位置の上昇，あるいは首の欠
落などから由来するものなのだろうか。様々な見解があるだ
ろうが，いずれにせよ決定的なことは，着用者の体が常識的
な体のつくりに反した輪郭線を現したということだ。つまり
これは，浮遊する服によって体の輪郭が描き換えられたとい
うことに等しいと言えよう。 
 これに対して，異なるのが，服の実際の重さと見た目の軽
さである。人間は実際にその重量の測定や表記がない限り，
視覚で重さを推測してしまいがちだが，今回においてもその
傾向は大きくはたらいた。浮かせて着用した時とそうでない
時，服の重さは全く違って見えたのだ。着ている服は全く同
じでも，浮いて見えることによる錯覚は，それを見る者の脳
へ視覚的な軽さを植え付けた。これにより浮遊する服は，実
際の重さと見た目の軽さの関係性，つまり重いのに軽く見え
るという矛盾，そして，服の輪郭は体の輪郭をデザインする
という衣服と人体の関係性を明らかにした。 
 つまり，私たちの衣生活において，人間の視覚的作用がど
のように衣服と人体にはたらきかけるのかを，「浮遊」とい
う新しい服の可能性を問うことによって証明できたのである。 
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